
この PDF パッケージには複数のファイルが含まれています。
PDF パッケージに含まれる文書の閲覧、作業には、Adobe Reader または Adobe Acrobat の 
バージョン 8 以降のご使用をお勧めします。最新バージョンにアップデートいただくと、 
次のような利点があります。

•  効率的で、統合された PDF 表示

•  簡単に印刷

•  クイック検索

最新バージョンの Adobe Reader をお持ちでない場合

ここをクリックして最新バージョンの Adobe Reader をダウンロードできます

既に Adobe Reader 8 をお持ちの場合
この PDF パッケージ内のファイルをクリックして表示できます。

http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/readstep2.html




iv v


本書掲載の野草を代表的な花色で分類
しました。名前のわからない野草を調
べるときにご利用ください。


※花色は生育地や個体により幅があります。
※別色の写真を用いている場合があります。


花色索引


白
系


白
　
系


オシロイバナ
オシロイバナ科


263PP


ミヤマタニソバ
タデ科


342PP


クルマバザクロソウ
ザクロソウ科


291PP


ウシハコベ
ナデシコ科


21 PP


シロバナサクラタデ
タデ科


339PP


ザクロソウ
ザクロソウ科


291PP


オオヤマフスマ
ナデシコ科


153PP


オオイヌタデ
タデ科


338PP


ヤマゴボウ
ヤマゴボウ科


311PP


センジュガンピ
ナデシコ科


258PP


カナビキソウ
ビャクダン科


39 PP


ツルソバ
タデ科


342PP


ノミノツヅリ
ナデシコ科


23 PP


ワチガイソウ
ナデシコ科


110PP


ハルトラノオ
タデ科


39 PP


イタドリ
タデ科


310PP


オランダミミナグサ
ナデシコ科


23 PP


ワダソウ
ナデシコ科


111PP


タニソバ
タデ科


342PP


ヨウシュヤマゴボウ
ヤマゴボウ科


311PP


ミミナグサ
ナデシコ科


23 PP


ヒゲネワチガイソウ
ナデシコ科


111PP


ニリンソウ
キンポウゲ科


68PP


バイカオウレン
キンポウゲ科


13 PP


フタリシズカ
センリョウ科


74PP


オオバショウマ
キンポウゲ科


261PP


イカリソウ
メギ科


72PP


スズシロソウ
アブラナ科


139PP


キクザキイチゲ
キンポウゲ科


69PP


セツブンソウ
キンポウゲ科


5 PP


モウセンゴケ
モウセンゴケ科


154PP


センニンソウ
キンポウゲ科


290PP


ヒツジグサ
スイレン科


168PP


タネツケバナ
アブラナ科


42 PP


ハクサンイチゲ
キンポウゲ科


214PP


ツルシロカネソウ
キンポウゲ科


40 PP


ヤマシャクヤク
ボタン科


136PP


カザグルマ
キンポウゲ科


134PP


トキワイカリソウ
メギ科


72PP


ハマハタザオ
アブラナ科


139PP


アズマイチゲ
キンポウゲ科


69PP


カラマツソウ
キンポウゲ科


189PP


タケニグサ
ケシ科


190PP


オウレン
キンポウゲ科


12 PP


ドクダミ
ドクダミ科


153PP


コンロンソウ
アブラナ科


44 PP


イチリンソウ
キンポウゲ科


68PP


ミスミソウ
キンポウゲ科


5 PP


イシモチソウ
モウセンゴケ科


154PP


ボタンヅル
キンポウゲ科


290PP


バイカイカリソウ
メギ科


73PP


ナズナ
アブラナ科


14 PP


サラシナショウマ
キンポウゲ科


261PP


サンカヨウ
メギ科


113PP


ヤマハタザオ
アブラナ科


138PP


セリバオウレン
キンポウゲ科


12 PP


ヒトリシズカ
センリョウ科


74PP


オオバタネツケバナ
アブラナ科


42 PP


ヒロハコンロンソウ
アブラナ科


44 PP


ツメクサ
ナデシコ科


21 PP


コハコベ
ナデシコ科


20 PP


ミヤマハコベ
ナデシコ科


66PP


ノミノフスマ
ナデシコ科


22 PP


サワハコベ
ナデシコ科


66PP


ミドリハコベ
ナデシコ科


21 PP
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五
月
上
旬


立
夏
　（
り
っ
か
）


五
月
上
旬


立
夏
　（
り
っ
か
）


夏 夏
サルメンエビネ／キエビネエビネ


【花期】5〜6月【草丈】すね〜ひざ【環境】山，
森【分布】北海道，本州，四国，九州【生活型】
多年草


【解説】エビネの仲間は，暖帯から亜熱帯に種類
が多いが，サルメンエビネはそのなかでは異色で，
温帯域に分布の本拠を持つ。中部地方の高原地帯
より北に多く，ブナ林の林床などで見かける。エ
ビネの仲間の例にもれず，盗掘に遭うことも多く
数は少ない。花被片は黄緑色，唇弁は赤褐色で縮
れたように見える。この唇弁をし
わがより赤味を帯びた猿の顔に見
立ててこの名がある。エビネに比
べると，花色の変異は少ない。


【花期】4〜5月【草丈】すね〜ひざ【環境】里，
山，森【分布】本州（近畿，中国），四国，九州【生
活型】多年草


【解説】エビネに似ているが，花がひとまわり大き
く鮮やかな黄色。分布は近畿以西に限られる。エ
ビネとは非常に近縁で，混生すると容易に雑種を
作る。この雑種はソノエビネ，またはタカネと呼
ばれている。単なる初代雑種だけでなく，複雑に
交雑を繰り返したと思われるものもよく見られ
る。エビネと同じように，杉林や竹
林などに群生するが，盗掘に遭い
やすいのも同じである。台湾や韓
国の島嶼にも分布が知られている。


ラン科・エビネ属


サルメンエビネ
猿面海老根� Calanthe tricarinata


ラン科・エビネ属


キエビネ
黄海老根� Calanthe sieboldii


【別名】エビネラン
【花期】4〜5月【草丈】すね〜ひざ【環境】里，山，森【分布】日本全土【生活型】多年草


【解説】雑木林に生える代表的な野生ランの一種である。戦後間もなくまでは，人里近くの雑木林にいく
らでも咲いていたというが，一時期山採り栽培が流行し，目につくところのものは盗掘され尽くしてしまっ
た感がある。しかし，現在でも根気よく歩くと意外なところで小群落に出会えることもある。普通は花被
片が茶褐色で，唇弁が白色だが，色に変異が多く，花被片が紫褐色，緑色，黄褐色のものなど，さまざま
なものがある。この変異が栽培家の収集欲をそそる一因だろう。また，キエビネなど近縁種との間には雑
種もできやすく，地方によっては純粋なものが少ないところもあるという。
近縁種としては，本書で扱ったキエビネやサルメンエビネのほか，ナツエビネ，キリシマエビネ，タイワ
ンエビネ，ツルランなど，日本で20種ほどが知られている。暖帯から亜熱帯にかけて種類が多い。


ラン科・エビネ属


エビネ
海老根� Calanthe discolor


サルメンエビネの花。縮れた
唇弁を猿の顔に見立てた名。


キエビネの花はエビネに似ているが，
鮮黄色でひとまわり大きい。


エビネの花は花の色の変化が激し
いが，そのなかでも花被片が茶褐
色で唇弁が白いものがもっとも標
準的。
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四
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四
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下
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穀
雨
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う
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春 春
キクザキイチゲ／アズマイチゲニリンソウ／イチリンソウ


【花期】4〜6月【草丈】足首〜すね【環境】里，
山，森，草，湿【分布】北海道，本州，四国，九
州【生活型】多年草


【解説】新緑の中に楚々とした白い花を無数に咲
かせるさまは，まさに早春の精と呼ぶのにふさわ
しい。同じ仲間のイチリンソウはひとつの茎にひ
とつの花を咲かせるが，ニリンソウはその名のと
おり，2輪つけるものが多い。ただし，すべて
2輪とは限らない。1輪のものも3輪のものも


ある。よく似たサンリンソウも同
じように1〜3輪つける。こちら
は茎につく葉に柄があるのが特徴。
ニリンソウは柄がなくて葉がえり
まきのように茎をとり囲む。


【花期】3〜5月【草丈】足首以下〜足首【環境】
里，山，森【分布】本州（関東，中部，近畿，中
国），四国，九州【生活型】多年草


【解説】ニリンソウは茎に1〜3輪花を咲かせ
るので，その意味で「名は体を表さず」だが，イ
チリンソウは名前どおり1輪ずつ花を咲かせる。
ニリンソウより花がひとまわり大型で，あまり群
生することはない。花びらに見えるのは萼片で，
咲き始めは裏側が紅紫色になることもある。どち


らかというと雪の少ない地方に多
く，沢沿いの林などでよく見られ
る。アズマイチゲに比べると萼片
の数が少なく，葉が細かく切れ込
むのが特徴。


【別名】キクザキイチリンソウ，アメフリバナ
【花期】3〜6月【草丈】足首〜すね【環境】里，
山，森【分布】北海道，本州（東北，関東，中部，
近畿）【生活型】多年草


【解説】雪国の春を演出するスプリングエフェメ
ラルの代表格だ。日本を代表するアネモネといっ
てもいいだろう。花の色は地域によって白ばかり
のところと，青紫色のものが混生するところがあ
る。これにカタクリやミスミソウが加わると，ま
さにおもちゃ箱をひっくり返した
ような光景が林床いっぱいに広が
る。分布の本拠は雪の多い地方で，
関東以西の太平洋側では点在する
程度になる。


【花期】3〜5月【草丈】足首以下〜足首【環境】
里，山，森【分布】北海道，本州，四国，九州【生
活型】多年草


【解説】キクザキイチゲに似ているが，小葉の切
れ込みがほとんどないか，あってもごく浅い。ま
た，葉の展開のしかたは，キクザキイチゲでは水
平にピンと張るのに対して，アズマイチゲではだ
らっと垂れるようになる。キクザキイチゲは白か
ら青紫色まで花の色に変化があるが，アズマイチ
ゲは白ばかりだ。キクザキイチゲ
と同じようなところに分布し，生
育環境も似ている。両者が混生し
ている落葉樹林も珍しくない。


キンポウゲ科・イチリンソウ属


ニリンソウ
二輪草� Anemone flaccida


キンポウゲ科・イチリンソウ属


イチリンソウ
一輪草� Anemone nikoensis


キンポウゲ科・イチリンソウ属


キクザキイチゲ
菊咲一華� Anemone pseudo-altaica


キンポウゲ科・イチリンソウ属


アズマイチゲ
東一華� Anemone raddeana


ニリンソウの花。ひとつの茎に
複数の花がつくことが多い。


イチリンソウの花。ひとつの
茎に1輪だけ咲く。


キクザキイチゲの茎葉。切れ込みは
深く水平に広がる。


アズマイチゲの葉。切れ込みは
少なく，垂れるように展開する。





